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デジタル保存

 図書館は印刷物からオンラインのみのジャーナルに移行。

 電子リソースは「所有」からアクセスの「許可」へ。

 図書館は、購読資料が安全かつ長期にわたってアクセス

可能であるという保証が必要。

 選択肢 ：

 第三者機関への委託

 コミュニティが管理するアーカイブへの参加



CLOCKSSとは？

 恒久的なアーカイブ

 一旦、保存されたコンテンツはアーカイブから撤回することはできない。

 地理的、国家的、地質学的に異なる様々な図書館にアーカ

イブされる。

 CLOCKSSは出版社と図書館による共同事業で、参加機関

は共有資産（アーカイブ）の運営を分担する。



アーカイブへのアクセス

 いかなる出版社からも入手不可能となったコンテンツを、

アーカイブから復元し、Web上であらゆる人が自由に入

手できるようにする。

 これを、コンテンツ公開の「トリガー」イベントという。

 これまでに3件のタイトルがトリガーされ、オープンア

クセスとして入手可能になっている。



最近トリガーされたタイトル

Brief Treatment and Crisis Intervention

（Oxford University Press）

Auto/Biography

（SAGE Publications）

Graft: Organ and Cell Transplantation

（SAGE Publications）



CLOCKSSの技術

 LOCKSS（Lots of Copies Keep Stuff Safe ）技術を応
用。

 図書館の既存のインフラ基盤を活用。これらの図書館は
長年にわたって、世界的ネットワークにおいてアーカイ
ブの「ノード（接続ポイント）」としての機能を果たし
ている。

 アーカイブされたコンテンツは、継続的かつ自動化され
たプロセスを介して（データのチェックや修復を行いつ
つ）保存される。



補完システム

LOCKSS CLOCKSS

ローカル・アクセス

400 以上の出版社がLOCKSSに参加。

包括的

出版社のサイトからコンテンツが

入手できなくなると、図書館は

LOCKSSに保存したコピーにアク

セス。

CLOCKSSのアーカイブノードは、
図書館の購読タイトル・非購読タ
イトルを問わず、コンテンツを収
集、保存。

図書館の購読タイトルへの契約解

除後のアクセス、およびWeb上で

入手できなくなったコンテンツへ

のオープンアクセスを保証。

トリガー・イベントが発生したと

考えられる場合、あらゆる人にア

クセスを提供。



ビジネスモデル

 安価な運用コストにより、あらゆる規模・予算の図書館

がCLOCKSSに参加することが可能。

 リース契約や購読型のモデルではない。

 年間の負担金は図書館の資料購入費に基づいて算出

（＄450 ～＄15,000 ）。

 景気低迷の折り、デジタル保存へのリスクを軽減できる

よう、寄付を募っている。



ユニークな管理体制

 従来の図書館の役割（出版物の管理人）と同様。アーカ
イブは第三者ではなく、アーカイブの受益者によって管
理。
 将来的には３階層の管理体制

 Executive Committee

 Board of Directors

 Advisory Council

 出版社と図書館は、トリガーコンテンツ公開のタイミン
グ、手続き、優先事項を決定するうえで、同等の発言権
を持つ。



参加出版社

 American Academy of 

Pediatrics 

 American Institute of Physics

 American Medical Association 

 American Physiological 

Society 

 bepress 

 Elsevier 

 IOP Publishing 

 Nature Publishing Group 

 Oxford University Press 

 Royal Society of Chemistry

 SAGE Publications 

 Springer 

 Taylor & Francis 

 Wiley-Blackwell 



CLOCKSS支援のお願い

「図書館はこれまで自館のコレクションを保有してきまし
たが、これから先の将来に向けて、その資産を守らなけ
ればなりません。私たちはこの課題に対して、さらに力
を入れていく必要があります。CLOCKSSは、コミュニ
ティとしてこの課題に対応するための手段を提供してく

れるのです。」

-- Patricia A. Steele, 

Ruth Lilly Dean of University Libraries, 

Indiana University


